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うがい薬で探る緑茶のビタミンC

熊本巾-立西星小学校 6年富野 百雷

1 研究の目的

食事の後、相母が必ず私にお茶を飲むように肯います。「体に良いからJとか「風邪をひかない

ようにーという理由です。お茶の木を読むと、ビタ ミンCが多く合まれる ことで風邪予防や美肌づ

くりに効果があると 再いでありましたc そじて、お茶にはいろいろな種類がある:ーとを知ったので、

どうせ飲むなら効果が大きいものを飲もうと思い、調べてみたくなり ました3 以前、うがい薬で果

物のビタミンCを比較する実験を木で見たことがあったので、その)j法によってお茶の柴も調べら

れると思い、実験することにしましたc

2 研究の方法

(1) 調べる内蒋

① 緑茶の種類によってビタミンCの含む量が違うか?

②茶葉の級の違いでビタミンCを含む量に差があるか?

③ 製造日から 日数がたつと同じ茶葉でもビタミンCを

合むt立が変化するか?

④ 注ぐお湯の温度でビタミンCが有n附される量に違い

が生じるか?

⑤ 注いでからの時間経過でビタミンCの抽同量がどう

変化するか?

(2) 方法

実験①に使った茶葉

煎茶 深蒸し茶 米露

くき茶 ほうじ茶 抹茶

1.適切な濃さのヨウ素液を作る。[ヨウ素入りうがい柴20.0gと水200.0gを混ぜる]

実験全体でー予備も含み 1L用意G

2. 1.のヨウ素液10.0gをカ ップに量り入れるじ

3.お茶の械を作るョ(どの実験も茶葉10.0gにお湯300.0gの割合で抽出する。)

4. 2.のヨウ素械に3.のお茶の被をスポイ卜で 11商ずったらし、 色の変化をみる 3

*ヨウ素被は茶色だが、ヨウ素とビタ ミンCが反応して無色透明の物質に変化する性質が

あるC

5. ヨウ素の茶色が消えた時の禍数を記録する。

。消えるまでの滴数が少ないほど、含まれるビタミンCの量が多いということの

このことによって比較する。

3 研究の結果

[ヨウ素の茶色が消えた時の摘数]

2一一くt:.~.) tc ~ ~ .!::: ~じ種町一…J[条件l①……同一周
:1.④の実験(温度との関係)以外は、注ぐお湯の温度は70"Cc

※ 士ー験はいずれも 3回ずつ行い、平均値令求めた3

一部ー



|表とグラフ|

①種類別

②級のちがい

③製造Uからの

経過

④注ぐお湯の温度

⑤時聞の経過に
よる変化

4.研究の考察
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①種類別 抹茶>深蒸し茶>煎茶>くき茶>主露>ほうじ茶という結果になった。 抹茶は茶葉その

ものが粉末になって溶けている茶液であるため、ビタミンCが多い結果となることは考えや

すい。深蒸し茶は煎茶より茶葉が細かい分、お湯に溶け山しやすかった。光合成によってビ

タミンCができることから、ゴ土露は日光をさえぎって育てるということが少ない原因といえ

る。 帯少ない結果となったほうじ拡は200"Cもの高温で妙ることが影響していると考えら

れるじ

②級のちがい 煎茶も深蒸しぷも共に、特上がー帯ビタミンCが少なかったが、煎茶では上級より

中級の)jが少なく、級とビタミンCの含有量に規則性はなかった。

③製造円からの経過袋を開けないで保管されていても、同じ製品の新しいものと比べると ピタミ

ンCがかなり少ない結果となった。 U数がたつと存りがあまりしなくなるようにビタミンC

も劣化するようだ。ビタミンCをとる点からも、お茶は新しいうちに飲むのが‘番だ。

⑨注ぐお湯の温度 お湯の混度が高いほどビタミンCが出やすいことがわかった。お茶のビタミン

Cは他のもののビタミンCと違って、熱に強く、壊れにくいという説を証明するかたちになっ

た。また、 70"C以上の温度では、数値があまり変わらず、最高値だったので、やけどしそう

になる90
0Cや100

CCの熱湯を注ぐ必要はなく、一般的に適温といわれる70
CCで入れれば、 ビ

タミンCをとる点でもちょうどよいことがわかったじ

⑤時間の経過による変化 3分経過するまで、時聞がたつほどビタミンCが茶葉から溶け出してい

た。しかし、 1分までで多くのビタミンCが溶け山し、その後はわずかな増加であるので、

少なくとも 1分経過した後ならピタミンCが十分とれる。

3分間も茶菓を浸しておくと味がしぶくなってしまうので、 1分ほど過ぎたら注いで飲むの

が適当だと考えた。
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